
ゲテモノプレゼンテーション（無料配布版）
プレイ人数：３人以上喜んで

プレイ時間：２０分（くらい）

使うもの：料理カード（黒字）、アイデアカード（赤字）

　　　　（それぞれ随時追加予定。自作するもよいでしょう）

はじめに
あなたはファミレスの商品開発部に配属となりました。

早速新商品をプレゼンしなければなりませんが、一世一代の大チャンス到来でもあります。

ところが用意していた企画書とは全く違うムチャぶりプレゼンが始まった！？

果たしてあなたはこのピンチを乗り越え、昇格することができるでしょうか。

（個人的にはそんなとこはさっさとお辞めになったほうがいいと思います。）

ゲームの目的
明らかに食べ物として無理がある「ゲテモノ」をうまくプレゼンテーションして、正式メ

ニューとして採用してもらうことが目的です。すべてはあなたのプレゼン力次第です。そ

もそもそんなものをプレゼンするな！なんて野暮なことは言わないように。

勝利条件
最も多くのポイントを集めたプレイヤーが見事勝利し「ゲテモノプレゼンテーター」に昇

格します。

□ゲームの準備
１．料理カードとアイデアカードの山に分け、それぞれのカードの山を裏向きのままよく

　　切ります。あとは裏向けのまま適当に場に置いておいてください。

２．各プレイヤーに裏向きのままアイデアカードを 5枚ずつ配り手札にします。

　　料理カードの山は裏向きのまま場に置いておきます。

３．最もゲテモノなプレイヤーが最初のプレイヤーです。

　　決まらないようでしたらジャンケンなどで適当に決めてください。

□ゲームの流れ
１．手番のプレイヤーが部長（親）となります。

　　全ての権限はあなたにありますので、くれぐれも越権行為、職権濫用などないように

　　しましょう。

　　親はまず場にある料理カードの山から一枚カードを表に向けて出します。これがお題

　　となる料理というわけです。

２．他のプレイヤーは、その料理にふさわしいであろう手札を親に裏向けて渡します。

　　親は受け取ったカードを裏向きのままシャッフルして内容を確認します。どのアイデア



　　をどのプレイヤーにプレゼンしてもらうかじっくり考えてください。

３．親の左隣のプレイヤーから順番にプレゼンをします。親は受け取ったアイデアカー

　　ドから任意の一枚を場に出して料理名を読み上げプレゼン開始です。

　　例

　　「○○さん、○○についてプレゼンしてください（アイデアカード+料理カードを読み

　　上げる）」

　　プレゼンの内容は自由です。部長（親）を納得させられる自信があればですが。

　　例

　　「〇〇（料理名）を開発しようと思ったのは・・・」

　　同僚が困っていたら助けてあげるのが職場というものです。助け舟を出してあげるの

　　もいいかもしれません。特にポイントなどはないですが、みんなで親を納得させま

　　しょう。

　　プレゼンが終わったら、親はプレゼン内容に関して２つまで質問をしてもかまいませ

　　ん。

　　例

　　「値段はいくらですか？」「それは美味しいのですか？（美味しいわけはない）」

４．次に親は新たにアイデアカードを場に出し、その左プレイヤーが同じ手順でプレゼ

　　ンしていきます。

　　親以外のすべてのプレイヤーがプレゼンを終了したら、親の独断と偏見で最もよいプ

　　レゼンをしたプレイヤー（つまりどのアイデアカードを採用するか）　を選択します。

　　一番食べてみたいでも一番面白いでも判断基準はなんでも構いません。

　　選ばれたプレイヤーと採用されたアイデアカードを出したプレイヤーが、それぞれ

　　料理カードとアイデアカードを受け取ります（１ポイントずつ）。

　　それぞれが同じプレイヤーならラッキーですね。

　　両方のカードを受け取ってください（２ポイント）。

５．親以外のプレイヤーはアイデアカードの山から手札を一枚補充して手番終了です。

　　親の左隣のプレイヤーが次の親となります。

□ゲームの終了
　　全てのプレイヤーが三回親になり、その手番が終了した時点で得点を計算してゲーム

　　終了です。もっともポイントが高いプレイヤーの勝利です。

□３人用ルール
　　３人で遊ぶ場合は一人あたりアイデアカードを二枚親に渡して二回プレゼンしてくだ

　　さい。大変ですが頑張りましょう。手番終了時には二枚補充してください。



　　このゲームに期待できる効果（？）

　　・プレゼン力を養い、自ら意見を整理して発信することができるようになる。　　　

　　・論理的思考が身に付く。

　　・他者のよいところを探し認めることができるようになる。

　　・自らの想いを伝えて他者を動員する能力に目覚める。

　　などなど

　　ことがあれば、そちらのルールで遊んでもらえればいいと思います。

　　好きに遊んでください。自作もオススメです（笑）

　　※このゲームはジョークです。食べ物で遊ばずに、残さず美味しく食べましょう。

　　※実際の商品開発の様子とは一切関係ありません。妄想です。


